
しんぶん 赤 旗

給費制廃止は違憲
東
海
か
ら
西
日
本

の
太

平
洋
沖
合
の
海
底
に
横
た

わ

る

南

海

ト

ラ

フ

（
海

溝
）
沿
い
の
プ
レ
ー
ト
境

界
で
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
８
ヽ
９
級
の
巨
大

地
震
が
起
こ
る
と
、
大
阪

市
な
ど
大
阪
湾
沿
岸
部
で

は
長
周
期
の
地
震
動
が
卓

越
す
る
―
。

一
腱
又
手
４
■
４
〓
ヽ
ヽ
さ
口
〓
比
′
望

き
く
揺
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
危
険
性
が
な
い
か
検

討
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま

す
。

201

８
日
夜
に
集
会

へ
　
　
　
　
政
府
の

「法
曹
養
成
制

訴

　
　
度
検
討
会
議
」
が
、
司
法

提

　
　
修
習
生
の
給
賣
制
を
廃
止

ら

　
　
し
、
国
が
修
習
生
に
生
活

師
．　・詢貯動蟻詢静制た原「舗

団
」
と
し
て
提
訴
す
る
こ

と
を
東
京
。
霞
が
関
の
司

法
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会

見
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

現
在
、
原
告
は
約
１
９

０
人
、
代
理
人
は
約
３
０

０
人
に
上
り
、
全
国
各
地

で
の
提
訴
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
弁
護
団
長
は
、
前

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

の
宇
都
宮
健
児
弁
護
士

と
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
。
ネ
ッ

ト
初
代
代
表
の
渡
部
容
子

弁
護
士
の
共
同
代
表
。

声
明
は
、
同
検
討
会
議

が

「司
法
修
習
生
間
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

何
ら
か
の
必
要
な
措
置
が

請
じ
ら
れ
な
い
か
検
討
す

べ
き
」
と
の
べ
た
点
は
評

価
し
ま
し
た
が
、
「借
金

を
し
な
い
と
最
低
限
の
衣

食
住
を
確
保
す
る
こ
と
す

ら
で
き
な
い
苦
し
い
経
済

状
況
に
お
か
れ
続
け
る
こ

と

に
変

わ

り

は
な

い
」

と
、
給
費
制
の
復
活
を
求

め
て
い
ま
す
。
　

・

違
憲
の
例
と
し
て
、
貸

与
制
に
よ
り
経
済
的
理
由

で
法
曹
の
道
を
断
念
す
る

例
が
増
え
た
こ
と
は
、
憲

法

の

「職

業

選

択

の
自

由
」
に
、
ま
た
、
借
金
を

南

海

ト

ラ

フ
沿

い

で

は
、
東
南
海
地
震
や
南
海

地
震
と
い

っ
た
Ｍ
８
級
の

地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し

て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の

地
震
が
運
動
し
て
Ｍ
９
級

の
地
震
が
発
生
す
る
可
能

性

が
指

摘

さ

れ

て

い
ま

す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

強
制
さ
れ
る
の
は

「幸
福

追
求
権
」
の
侵
害
に
当
た

る
と
し
て
い
ま
す
。

新
６５
期
は
約
８７
晰
が
貸

与
制
を
利
用
し
、
借
金
の

額
は
約
３
０
０
万
円
に
上

る
と
い
い
ま
す
。

８
日
に
原
告
団
、
弁
護

団
、
支
援
者
ら
は
、
給
費

制
の
意
義
や
貸
与
制
の
問

題
な
ど
を
市
民
に
幅
広
く

知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

東
京
集
会
を
行
い
ま
す
。

午
後
６
時
か
ら
東
京

。
四

谷
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
で
。
　

　

　

　

一

こ
れ
ら
の
地
震
が
起
こ

っ

た
と
き
大
阪
平
野
で
は
ど

の
よ
う
な
周
期
の
地
震
波

が
卓
越
す
る
の
か
、
大
阪

平
野
の
３
次
元
地
盤
構
造

モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
卓
越

周
期

（地
震
動
の
主
な
周

期
）
を
計
算
し
、
実
際
に

平
野
内
の
Ｉ
の
強
震
観
測

点
で
記
録
さ
れ
た
過
去
の

地
震
デ
ー
タ
を
も
と
に
検

証

し
、
図

に

表

し

ま

し

た
。そ

の
結
果
ヽ
大
阪
平
野

の
広
い
範
囲
で
４
秒
か
ら

７
秒
ま
で
の
長
い
周
期
の

地
震
動
が
卓
越
し
、
特
に

「
手
を

つ
な
こ
う
全
て

の

視

覚

障

害

者

全

国

集

会
」
の
田
中
章
治
代
表
は

「上
野
裁
判
が
き

っ
か
け

で
、
″
欄
干
の
な
い
橋
″
と

4567
周期 (秒)

立
場
か
ら
、
利
用
者
の
安

全

・
安
心
の
た
め
に
駅
ホ

ー
ム
要
員
配
置
の
必
要
性

を
発
言
し
ま
し
た
。

全
日
本
視
覚
障
害
者
協

あいさつをする

大阪沿岸部

長
周
期
地
震
動
が
主
に

Ｍ
８
～
９
級
地
盤
研
な
ど
が
図
作
製

孝野局長 (左)と懇談する藤川 さん (左か ら 2人
‐‐
¬

た
と
こ
ろ
に
建

つ
５２
階
建

て

の
大

阪

府

咲

洲

庁

舎

（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
）
の
最
上

階
で
片
側
最
大
１
研
を
超

え
る
揺
れ
が
発
生
し
ま
し

た
。
長
周
期
地
震
動
と
共

振

し

た

と

考

え

ら

れ

ま

す
。地

域
地
盤
環
境
研
究
所

の
宮
腰
研
博
士

（
地
震
防

災

グ

ル

ー

プ

・
リ
ー

ダ

ー
）
は

「長
周
期
地
震
動

の
卓
越
周
期
と
建
物
の
固

有
周
期
が

一
致
す
る
か
ら

と
い

っ
て
た
だ
ち
に
高
層

ビ
ル
が
危
険
な
わ
け
で
は

な
い
が
、
条
件
に
よ

っ
て

海
か
ら

〓
口
白
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を

前
に
、
海
中
ポ
ス
ト
に

投
函

（
と
う
か
ん
）

イ
ベ
ン
ト

市
の
伊
一豆
海
洋
公
園
ダ

ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ト
で

れ
、
ダ
イ
バ
ー
た


